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全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート研究の推進及び	
高質診療データベースの為の NCD 長期予後入力システムの構築に関する研究

胃がん登録の現状と成果、今後の NCD への実装に関する検討

（研究分担者　	佐野　武・がん研有明病院・副院長
	 掛地　吉弘・神戸大学大学院外科学講座食道胃腸外科学分野・教授）

研究要旨
日本胃癌学会の事業である全国胃がん登録に関して、臓器がん登録としての現

状と問題点を把握し、今後の在り方を検討した。本事業は1969年に前向き予後調
査として登録を開始したが、人的・財政的問題で中断し、2001年症例から後ろ向
き症例登録として再開した。2016年の調査では2009年外科手術の23,341例、内
視鏡切除の6,710例が登録・解析された。外科手術症例は国内全手術例の約40%
をカバーしていると推定される。2017年度の厚生労働省の臨床効果データベース
整備事業により、胃がん登録のNCDへの実装を進めることになった。これまでの
胃がん登録で登録されていた外科手術症例と内視鏡切除症例に加えて、化学療法
施行例のデータベース構築も検討している。これまでの臓器がん登録をNCDに実
装することで、わが国の胃がん治療の実態と治療成績に関して、類を見ない重要
な解析が可能となると期待される。

A．研究目的
現在行っている臓器がん登録（全国胃が

ん登録）について、以下の点を検討する。
①臓器がん登録システムの現状と課題
②臓器がん登録を用いた臨床研究の現状
③NCDへの実装
④全国がん登録との関わり

B．研究方法
臓器がん登録の現状を整理し、上記①～

④について検討する。

C．研究結果
①胃がん登録の現状と課題
運営母体：日本胃癌学会
学会事務局：京都府立医科大学消化器外科
目的：胃癌の手術成績を共通の基準のもと
に算出し、できるだけ多数の症例に関する
統計を得るために一定の規約を作り、登録
する。
登録開始：1969年
現在までの累積登録数：30万例以上。
現在の年間登録数：約24,000例
カバー率：約40％：NCDに登録された胃切
除術・胃全摘術の2年間の総計112,684例を
平均して、年間56,000例の手術件数とする
と、全国胃癌登録24,000例はほぼ40%に相
当する。
対象施設：日本胃癌学会の会員が勤務する
施設のうち、全国登録に自主参加する約310
施設。
登録形式：胃癌取扱い規約に準拠した専用
ファイルメーカーファイルおよびデータ提
出用エクセルファイルを用いる。1969年の
登録開始時は、まず手術症例を登録し、そ

の5年後に追跡調査用紙を送付・回収する
prospective形式であったが、2001年症例
から再開した新システムでは、5年前の手術
例をretrospectiveに登録する形式に変更
となった。
登録項目：74項目。データベースとして各
施設でファイルメーカー入力を行い、個人
情報を除く74項目をエクセルファイルに移
して事務局に郵送する。
運営費用：専用ソフト作成費用、専用事務
局運営費を含め年平均250万円。
集計・データクリーニング：新潟大学医歯
学総合病院医療情報部内に設立した日本胃
癌学会登録委員会事務局登録センターにて
集計する（責任者赤澤宏平教授）。 
集計結果の報告：解析結果報告集を、日本
胃癌学会ホームページ上で毎年公開。5年
に一度程度、英文論文として学会誌Gastric 
Cancerに投稿、掲載。2001-2007年の外科手
術118,367例(Katai et al. Gastric Cancer 
2017)および2004-2006年の内視鏡切除12,647
例(Tanabe et al. Gastric Cancer 2017)の
報告を行った。
課題：Retrospective集計であり、悉皆性
に問題あり。自主登録形式であり、毎年登
録施設数に変動がある。登録することに
motivationもincentiveもなく、登録内容
のチェックがない。

②胃癌登録を用いた臨床研究の現状
登録データの利用：研究を行おうとする者
は、研究利用申請書を学会に提出し、登録
委員会がこれを審査する。これまで、登録
データを用いた研究は限定的である。
解析体制：登録施設からの利用申請が承認
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されればデータを研究者に渡す。海外や
登録施設以外からの利用申請では、プロト
コールの提出を受けて登録センターが解析
を行う。
現在、以下のデータ解析が行われている。
1.	米国John Wayne Cancer Instituteとの

共同研究による日米胃癌登録データ比較
研究

2.	高齢者胃癌
3.	残胃癌

③NCD登録への実装
NCDは2011年より外科手術症例の登録が始
まった。わが国で一般外科医が行っている
手術の95％以上をカバーするとされ、2016
年は幽門側胃切除術36,852例、胃全摘術
17,670例が登録された(Kakeji et al. Ann 
Gastroenterol Surg in press)。厚生労働
省の臨床効果データベース整備事業によ
り、今年度、日本癌治療学会および日本胃
癌学会，日本泌尿器科学会とNCDの連携の
もと、胃癌および腎癌、前立腺癌における
癌登録データベースの構築を進めることと
なった。胃がんについては、NCDに胃がん登
録として、外科手術症例、内視鏡切除症例、
化学療法症例のデータベース構築を進め
る。2018年より、Retrospective集計とし
て2011年症例の外科手術症例、内視鏡切除
症例のデータベース、Prospective集計とし
て2018年症例の外科手術症例、内視鏡切除
症例、化学療法症例のデータベース構築を
進めている。

④全国がん登録との関わり
全国がん登録が進めば、NCD、胃がん登録と
統合して解析することにより、胃がんの全
体像がより正確に把握できることになると
考えており、前向きに検討したい。

D．考察
全国胃がん登録は、臓器癌登録として国

内で最も早く開始されたうちの一つであ
る。独自のステージ分類を定義し、我が国
最多の悪性腫瘍である胃がんの実態と手術
成績を明らかにしようとする当初の目的は
十分に達成されたと考える。毎年、登録施
設数と登録症例数は増加しており、国内の
全胃癌手術の40%をカバーするまでになっ
ている。
この事業は学会員の完全なボランティア

として行われており、NCDのような専門医制
度などの資格取得条件にもならず、また登
録費用も負担されない。登録事務局でデー
タの論理チェックなどは行われるが、診療
録にさかのぼってのチェックなどは行われ
ない。また完全な後ろ向きの登録であり、
転帰不明例や成績不良例の脱落などの可能
性がある。日本の胃がん手術の実態を大き
な流れとして概観するには有用なデータで
あるが、この登録事業の解析結果を治療方
針決定などの確固たるエビデンスとして扱
うことには限界がある。
今回の胃がん登録のNCDへの実装により、

より多くの胃癌手術例の詳細な治療経過と
予後が解析されることになることが期待さ
れる。

E．結論
日本胃癌学会による全国胃がん登録事業

は、今日の国内胃がん手術症例の40%をカ
バーするデータベースであり、今後NCDおよ
び全国がん登録との連携により胃癌研究に
極めて重要な役割を担うことが期待される。
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